
 

「インクルージョン推進に向けた関係者懇談会」 開催要綱 

 

１．目的  

こども基本法及びこども大綱においては、心身の状況や置かれている環境等にかかわ

らず、全てのこどもの権利が尊重され、誰一人取り残されることのない「こどもまんな

か社会」の実現が掲げられている。 

インクルージョン推進に向けた取り組みは、こうした理念を実現していく上で大変重

要であり、こどもの育ちと生活を支えるあらゆる分野において取り組むことが求められ

ている。 

現在、保育、学校教育、放課後児童対策、障害児支援等、それぞれの制度の下で取組

が進められているところではあるが、インクルージョンの推進に向けて、今後、さらに、

分野横断的な視点での議論や連携を進めていく必要がある。 

このため、本懇談会は、こども家庭庁成育局長 ・支援局長及び文部科学省初等中等教

育局長が関係者を参集し、関係分野の関係者が参画する中で、関係分野の取組を横断的

に捉え、「こどもまんなか」の理念の下、こどもの最善の利益を第一に考えるという観

点を踏まえつつ、各分野における取組の現状や課題について意見交換を行いながら、分

野を越えた連携の促進を図ることを目的として開催する。 

 

２．構成 

（１）本懇談会は、こども家庭庁成育局長 ・支援局長及び文部科学省初等中等教育局長

が関係者を参集して開催するものとする。 

（２）本懇談会の構成員は、別紙のとおりとする。 

（３）本懇談会には、座長は置かないものとする。 

（４）必要に応じて、議題に関係する者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

 

３．主な意見交換の視点 

（１）それぞれの分野において、インクルーシブな取組を進める上で大切にしている基

本的な考え方や視点 

（２）保育、学校教育、放課後児童対策、障害児支援等の各分野における取組の状況や

課題 

（３）各分野の状況を踏まえた分野横断的な連携の促進に向けた視点や工夫 

（４）現場においてインクルーシブな取組を進める上で意識されている点や課題 

（５）その他、インクルージョン推進に関連して共有すべき視点 

 

４．運営 

（１）懇談会の庶務は、こども家庭庁成育局保育政策課、成育基盤企画課、成育環境課、

支援局障害児支援課及び文部科学省初等中等教育局幼児教育課、特別支援教育課

が共同で行う。 
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(別紙) 

「インクルージョン推進に向けた関係者懇談会」 

構成員名簿 

 

（五十音順、敬称略） 

 

飯干 由紀   宮崎県高千穂町 福祉保険課長（兼こども家庭センター長） 

 
岩井 雄一   全国特別支援教育推進連盟 理事長 

 

緒方 直彦   全国特別支援学校長会 会長 

 

加藤 篤彦   一般財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構・専務理事  

 

川端 賢一   三重県 子ども・福祉部子どもの育ち支援課長 

 

北川 聡子   公益財団法人日本知的障害者福祉協会 児童発達支援部会長 

 

國原 智恵   特定非営利活動法人全国認定こども園協会 副代表理事 

 

小林 繁    全国特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会 会長 

 

佐藤 淳穂   全国国公立幼稚園・こども園長会 渉外部長 

 

志賀口 大輔  社会福祉法人日本保育協会 理事長特任補佐 

 

高橋 誠    全国学童保育連絡協議会 事務局長 

 

都竹 信也   岐阜県飛騨市 市民福祉部次長 兼 総合福祉課長 

 

水流 かおる  一般社団法人全国児童発達支援協議会 副会長 

 

西野 紀子   一般社団法人社会的養育地域支援ネットワーク 

障害児支援部 副代表 
 
船田 周    一般社団法人全国保育連盟放課後部会 放課後部会長 


